














　油症の眼科的症状としては,従来,眼瞼浮腫,瞼結膜色素沈着,マイボーム腺肥

大,眼脂過多など前眼部症状が重視され,検診及び認定作業も主にこの項目の有

無についてなされてきた。一方,発育成長期におけるこれら前眼部症状の存在

が,小児の視機能にいかなる影饗を与えるかの検討は,油症児の受診状況や同一

地区健康児童との対比ができないことから,これまで充分に行なわれていない。


